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実証試験設備は，商用機の1/2～1/3規模となる

石炭処理量 1,180t/日，発電出力 166MW。この

規模で世界最高水準となる送電端効率 40.5%

（HHV）が目標です。これを達成すると，1,500℃級

ガスタービンを適用する商用機（発電出力

500MW 程度）においては，送電端効率約 46％

(HHV)を達成する見通しを得ることができ，最新の

微粉炭火力発電（従来型）と比較してCO2排出量

を約 15%削減できます。 

日本の最新の微粉炭火力発電（従来型）は，世界

的に見ても最高水準の環境諸元を達成しており，酸

素吹 IGCC を導入する場合には同等以上の環境諸

元を達成することが求められます。 

大崎クールジェンの目標値は，石炭火力発電で世

界最高水準です。実証試験では日本の厳しい環境規

制にも対応可能な特性を有することを確認します。

②多炭種適合性確認 ③運用向上試験 

世界の幅広い地域に分布

する様々な性状の石炭が

適用できることを確認し

ます。 

基本性能（発電効率）

基本性能（環境性能）

実証試験では，本技術が商用機として国内外に普及されることを見据えて，

６つの試験目標を掲げています。 

変動する電力需要に対応する

ため，送電量をスムースに調

整できるよう，更なる運用性

向上を目指します。 

【火力発電における発電電力量あたりSOx，NOx排出量の国際比較】 

送電端効率※１40.5%（HHV※2），42.7%（LHV※2） 

同出力規模（17万KW級）で世界最高水準！！ 

SOx：8ppm※3，NOx：5ppm，ばいじん：3mg/m3N （O2=16%換算）

石炭火力発電で世界最高水準！！ 

実証試験工程

と試験項目 

実証試験目標 

※１ 送電端効率は発電機端子で計測した電力量から所内電力（発電に必要な全補機動力）を差し引いた電力量をもとに計算した発電効率。
※２  高位発熱量基準（HHV）は燃料が燃焼した時に発生するエネルギー（発熱量）を表示する際の条件を示すもので，燃料の燃焼によって生成された水蒸気の 
 蒸発潜熱も発熱量として含めたもの。水蒸気の蒸発潜熱を除いた低位発熱量基準（LHV）に比べ，見かけ上の発電効率が低く表示される。 

（図）出典：海外＝排出量：OECD.StatExtracts Complete databases
発電電力量：IEA ENERGY BALANCE OF OECD COUNTRIES 2012 EDITION 
日本＝電気事業連合会調べ（10 電力） 

※３ parts per million の略。「百万分の１」の意で，濃度を表す単位として用いられる。

   1ppmを「%」で表すと０．０００１％。



日本のような資源輸入国にとって，「安定的なエネル

ギー確保」と「安定的な価格での資源調達」は大きな課

題であり，世界に広く分布する多様な炭種に対応する

技術が求められています。 

微粉炭火力発電（従来型）は瀝青炭などの高品位炭が

適しており，一方，石炭ガス化技術は，埋蔵量の半分を

占めるもあまり活用されていない，比較的低価格な亜

瀝青炭などの低品位炭が適しています。 

国内外において酸素吹 IGCC商用機の普及を促進するためには，微粉炭火力（従来型）と同等の設備信頼性，

制御性・運用性および経済性が求められます。いずれの目標も最新の微粉炭火力をターゲットとしています。

多炭種適合性

商用機レベルの年利用率70%以上（5,000 時間の長時間耐久試験） 設備信頼性

経済性

大崎クールジェンが採用したEAGLE石炭ガス化

炉は，低品位炭から高品位炭の一部まで幅広く，高

効率にガス化できます。実証試験では，性状の異な

る複数の炭種を用いて，幅広い炭種への適合性を確

認します。 
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炭種性状適合範囲の把握 

日本のエネルギーセキュリティー向上に寄与！！

【石炭の可採埋蔵量】 

【EAGLE石炭ガス化炉 適用炭種】※４

灰溶融温度（℃）出典：JPOWER EAGLE パンフレットより

※４ 大崎クールジェンプロジェクトは，EAGLE パイロット試験（電源開発㈱若松研究所，北九州市，
 2002～2014年度）で開発された EAGLE炉をスケールアップして実証試験を行います。



大崎クールジェン株式会社              
〒７２５－０３０１             

広島県豊田郡大崎上島町中野６２０８番地１     
（ＴＥＬ）０８４６－６７－５２５０ 
（ＦＡＸ）０８４６－６７－５２５１ 

（ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ）http://www.osaki-coolgen.jp/  

総務企画部
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発電所見学 
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高木陽介経済産業副大臣が当社をご視察されました（平成29年 1月 15 日）

保守グループ 
播磨 雄二 

課長代理 

プロジェクト関連 論文投稿＆発表（平成28年度）

※ 大崎クールジェンプロジェクトは，平成24（2012）年度から経済産業省補助事業，

 平成 28（2016）年度からNEDO助成事業として実施しています。


